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2019年度より2つの新規事業を開始しています。１

  動脈硬化性疾患に対する取り組み
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が必要と思われます。 One 2019）。
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ることはない異物(菌・ウイルス・たんぱく質等)が

ても前者の治療法の優位性を示す報告がなされてい

血液内に漏れ出す現象が動脈硬化症の残余リスクと

ます。手前味噌ではありますが、腸管壁漏洩症候群

般的になっている(いわゆる“Fire and Forget”)

(Leaky Gut Syndrome)、すなわち炎症・食生活の乱

のに対し、2017年日本動脈硬化学会ガイドラインで

れ、生活習慣の乱れなど何らかの原因により腸管バ

LDL-c<70mg/dLでは出血性脳卒中が増えるという海

　とはいえ、現代医療の生活習慣病に対する介入研

硬化症です。冠動脈患者の脂質異常症、特にLDLコ

究では、心血管イベントの抑制率はいずれも20～40

レステロールについては、米国では2013年ガイドラ

％程度にとどまり、残余リスクが間違いなく存在し

イン以降、罹患当初からの高強度スタチン投与が一
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起因した死亡が、不健康な食事に関連する死亡の50

とは、患者様のモチベーションを上げるために有用

％以上にのぼり、喫煙関連死亡をも凌駕すると言わ
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れております。こうした生活習慣病の終末像が動脈

指導による生活習慣への介入のみで劇的に改善する

al,Lancet 2019)。この研究では、食事に関する15

Caseを何度も経験しています。もう１つはHbA1c お

の危険因子のうち、塩分過剰摂取(300万人)と全粒
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界で約1100万人にのぼり、全死亡患者の5分の1を占

あり、それを打破するための方策です。実際に栄養
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　この度、2019年4月に本郷クリニックの院長に就

つは診療所では珍しい、管理栄養士による個人栄養
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診療時間・曜日

午前 9:00～12:00

午後14:00～18:00

休診/木曜日、土曜日午後、日曜・祝日、第4週の土曜日

第2週の土曜日は、湘南泉病院の医師が診察します。

本郷クリニック

この度、2019年4月に本郷クリニックの院長に就任しました。

私は、大学卒業後、心臓・循環器の専門医として、大学病院や地域の中核病院で主

に冠動脈カテーテル治療や心臓の集中治療、救急医療を行って参りました。

循環器専門医、総合内科専門医の知識と経験を元に、風邪等の一般内科疾患や呼吸

器内科疾患を始め、高血圧、糖尿病、脂質異常症（高コレステロール、高中性脂肪

血症）などの生活習慣病や、心不全や心臓弁膜症、不整脈、冠動脈疾患（狭心症や

心筋梗塞）などの循環器疾患の診療を行っております。

地域の皆様に安心して生活していただけるよう、親切・丁寧な診療を心がけて参り

ます。

健康に関する疑問やご質問等がございましたら、お気軽にご相談ください。地域の

皆様に信頼される『かかりつけ医』となれるようスタッフ一同誠心誠意努力して参

ります。

どうぞよろしくお願いいたします。
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